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シ
リ
l
ヌ

刊
年
を
振
り
返
っ
て
⑤

「
峠
か
ら
ト
ン
ネ
ル
ヘ
」

八
幡
浜
市
川
之
内
麓
か
ら
約
二
・

五
畑
、
平
野
町
野
田
富
元
か
ら
約
二

同
の
坂
道
を
登
る
と
峠
に
看
き
ま
す
。

こ
れ
が
夜
昼
峠
で
す
。
峠
か
ら
八
幡

浜
を
見
下
ろ
す
と
、
か
ら
り
と
晴
れ

て
い
る
け
れ
ど
、
大
洲
盆
地
は
濃
い

霧
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
遣
い
か

ら
夜
昼
峠
と
命
名
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

明
治
四
十
年
頃
、
大
洲
か
ら
八
幡

浜
へ
の
新
道
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
峠
を
狭
ん
で
大
洲
側
に
三
軒
、

八
幡
浜
側
に
一
軒
の
茶
屋
が
で
き
、

旅
人
や
荷
馬
車
の
往
来
で
賑
わ
っ
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
倍
近
に

は
、
大
き
な
桜
の
並
木
が
あ
り
、
夜

桜
を
楽
し
み
な
が
ら
若
者
の
集
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
波
に
は
勝
で
ず
、

昭
和
十
四
年
に
国
鉄
予
讃
本
線
が
、

そ
し
て
昭
和
四
十
六
年
に
は
国
道
問

号
線
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ン
ネ
ル
で
峠

越
え
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
四
月
、
峠
を
訪
れ
往
時
の
面

影
を
捜
し
て
み
る
と
、
頭
上
で
今
を

盛
り
に
咲
き
誇
る
満
開
の
桜
と
峠
の

茶
屋
の
井
戸
だ
け
で
し
た
。

今
で
は
、
夜
昼
と
い
え
ば
「
ト
ン

ネ
ル
」
と
私
た
ち
の
イ
メ
ジ
は
移

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
桜
は
か
つ

て
の
峠
の
に
ぎ
わ
い
を
覚
え
て
い
る

の
で
す
。

(

写

真

、

文

提

供

一
清
水
視
俊
氏
、
槽
田
幸
良
氏
)

市民のうとき今月号のみどころ

いい汗、いい気分 .1・・ H ・H ・.p2 -3 平成 6年 4月30日現在
今月の納税は0いい目、

(+214) 

(+lll) 

(+103) 

39.256人

18，689人

20，567人

口

男

女

人

市・県民税1期

0平成 6年 6月6日の写真展…...・ H ・...・H ・.p2 

0分別はごみ減量の基本です…...・H ・..……P4

0水道はどこでも安心うまい水…...・ H ・..…P5

O公共下水道排水設備指定工事庖制度が (+131) 

240.99平方キロメートル

13，519世帯世帯数

積面
納期は 6月30日です

スタート・…・・・……・・・・・・……・・・・….p5 



運
動
公
園
水
泳
プ

l
ル
は
、
今
年

も
七
月
一
日
幽
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

l
ル
や
流
水
プ

l
ル、

そ
れ
に
幼
児
プ

l
ル
と
魅
力
が
い
っ

ぱ
い
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一+4l
プ
ン
時
間
}

七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日

九
時
三
十
分
か
ら
十
七
時

監
視
員

4
1

を
募
集
し
ま
す

事
務
員

プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
監

視
員
と
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

{
募
集
人
員
}
監
視
員
約
二
十
五
人

事
務
員
約
八
人

{
募
集
対
象
}
高
校
生
(
学
校
長
の

許
可
及
び
保
護
者
の
同
意
を
得
た

⑮占(J@(!)妥電f<'ò~崎

。

者
に
限
る
)
・
大
学
生
(
短
大
を

含
む
)
・
一
般
(
原
則
と
し
て
三

十
歳
未
満
)

{
雇
用
期
間
}

七
月
一
日

1
八
月
三
十

一
日

九
時
1
十
七
時
三
十
分

※
た
だ
し
、
休
み
は
月
曜
か
ら
金

曜
の
聞
に
、
交
代
で
と
り
ま
す
。

{
申
し
込
み
期
間
及
び
方
法
}

六
月
二
十
日
間
ま
で
に
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
に
つ

い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

{
申
し
込
み
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体

育
課
宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
8

9

・
3
8
8
)

更用区分 種 日リ f吏 用 市4
大 人 1人1回 360円

普通券
前・中学生 1人1回 260円

{固 小学生 l人l回 210円

幼児(4歳以上) l人l回 100円

大 人 11枚綴 3，600円

人
回 数 券

品・中学生 11枚綴 2，600円

小 学生 11枚綴 2，100円

幼児(4歳以上) 11枚綴 1，000円

団
30人以上 普通料金の 1割引

50人以上 普通料金の 2割引
f本

100人以上 普通料金の 3割引

水泳プール使用料表 I

2 

大
洲
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念

平
成

6
年

6
月

6
日
の
写
真
展

あ
な
た
の
記
録
を
永
久
保
存
し
ま
せ
ん
か
/

大
洲
市
は
今
年
、
市
制
施
行
四

O

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
四

O
年

と
い
う
歳
月
の
流
れ
の
中
で
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
目
覚
ま
し
い
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
身
の
回
り
の
物
は
便
利
で
使
い

易
く
な
り
、
生
活
習
慣
が
変
わ
り
ま

し
た
。
建
物
は
近
代
的
に
な
り
、
道

路
は
整
備
さ
れ
、
い
た
る
と
こ
ろ
の

風
景
が
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
そ
れ
ら
は
い
つ
の
間

に
か
私
た
ち
の
中
で
当
た
り
前
の
景

と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
い
ア
ル
バ
ム

を
ひ
も
と
い
た
時
、

一
枚

一
枚
の
写

真
が
、
当
た
り
前
で
な
か
っ
た
時
代

を
驚
き
と
共
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。

今
回
博
物
館
で
は
、
大
洲
市
制
施

行
四
十
周
年
を
記
念
し
て
「
平
成

6

年

6
月

6
日
の
写
真
展
」
を
実
施
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
き
る
A
7
が
、
や
が
て

昔
と
い
わ
れ
る
次
の
世
代
へ
、
あ
な

た
の
写
し
た
大
洲
を
残
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

{テ
l
マ
}

平
成
六
年
六
月
六
日
に
撮
影
し
た

風
景
・
建
物
・
交
通
・
産
業
・
人

物
・
生
活
や
作
業
の
様
子
な
ど

(
た
だ
し
大
洲
市
内
で
撮
影
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。
)

{
作
品
の
サ
イ
ズ
}

キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

(
白
黒
・
カ
ラ

l
ど
ち
ら
も
可
)

一
人
2
枚
ま
で

{
応
募
票
}

住
所
・
氏
名
・
撮
影
場
所
・
感
想

ひ
と
こ
と
を
添
え
て
ご
応
募
願
い

ま
す
。

(
応
募
票
は
博
物
館
、
図
書
館
、

公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
)

{
応
募
上
の
注
意
}

.
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な

が
ら
な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま

す。
-
全
作
品
展
示
し
、
終
了
後
は
記

録
資
料
と
し
て
博
物
館
で
永
久

保
存
し
ま
す
。
(
希
望
に
よ
り

閲
覧
で
き
ま
す
)

{
応
募
締
切
}

平
成
六
年
六
月
三
十
日

{
作
品
持
込
先
}

大
洲
市
立
博
物
館
及
び
図
書
館
、

公
民
館

{
問
い
合
せ
先
}

応
募
方
法
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
大
洲
市
立
博
物
館

宮
⑫
4
1
0
7
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
古
い
大
洲
の
写
真
、
興

味
深
い
写
真
な
ど
に
つ
い
て
も

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。



@込(~(!)手答品d句
種 目 士嘉 所

バドミ ン ト ン 大洲市若宮
大効1

1
1市総合体育館

大効1
1
1市総合体育館 密24-6255

バレー ボ ー ル
ー..司..---ー・・・・・・・・・・・ー司酔事..‘ーー-・ 4ト争・.._-------------------司------・・・・ー--------ー------------・・・ ーー・ ・・・・-----_-._------

バスケットボール 大洲南平野町野田
大淵11勤労者体育センター 八幡浜 -大洲地区運動公園内 C'D'23-5524)

卓 E事 c*火曜日は休み)

柔 道
大洲市総合体育館 大洲市若宮

実リ 道 大洲市総合体育館

'D'24-6255 
弓 道

野 E事 八幡浜 -大洲地区運動公園
大洲市平野町野田 c*火曜日は休み)
八幡浜-大洲地区運動公園 (官23-5524)

-------・_.----------ー・・----------------.----.-------_・・・・・・--_._-----------ーーー・-----------------ー-ーーー-ー・---------------------・・-----

ソフトボール 徳森公園
大洲市徳森 大洲市立徳森公園管理センター
(平公民館) C雷 25-1131)

-----・----ー...ー・・・・・・--------------_._----ー ーーーーーー.--.-..-・..--.---_._--・・・ーー・-----------------_._._--------------_ー・・ー・ー・・・・----・，

サ ツ カ 一 河川敷グラウンド
大洲市教育委員会社会教育体育課

(官24-2111内線388、389)
八幡浜・大591

111地区運動公園 大洲市平野町野田 c*火曜日は休み)

一 ス
(ナイターイオ・クレーコート8面 )八幡浜-大洲地区運動公園(官23-5524) 

ア .‘・・------ーーー・ーーーー・・ー・ーー・・ーー・ ー・・・・・・・・----.------一 徳森 公園 大洲市徳森 大洲市立徳森公園管理センター
(オーjレウェザーコート2面 ) (平公民館) C宮 25-1131)

力 ヌ 一 原則として城山下 大引1
1
1市立中央公民館(密24-3161) 

水 7氷
八幡浜・大引1

1
1地区運動公園プ

公園プル管理事務所 (雷24-4704)
-)レ (7月"-'8月 )

その他、二ユースポーツ等の利用については、大引1
1同教育委員会社会教育体育課 雷24-2111(内線388、389)

までお問い合わせください。

ふ
る
さ
と
見
聞
講
座
の
ご
案
内

大
洲
の
歴
史
と
文
化
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

市
立
博
物
館
で
は
、
次
の
要
領
で

ふ
る
さ
と
見
開
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
大
洲
の
歴
史
、
文

化
、
芸
術
に
つ
い
て
学
び
、
郷
土
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
各
分
野

で
大
洲
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る

人
々
の
講
話
及
び
現
地
研
修
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

講
座
で
す
。
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、

博
物
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
開
設
時
期
}

平
成
六
年
六
月

1
十
二
月

{
開
設
場
所
}

大
洲
市
立
博
物
館

{
対
象
者
}
成
人

{
運
営
方
法
}

参
加
者
相
互
の
自
主
活
動
を
優

先
し
ま
す
。

{
募
集
期
限
な
ど
}

六
月
十
五
日
(
水
)
ま
で
に
、

電
話
又
は
は
が
き
で
博
物
館
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
立
博
物
館

大
洲
市
中
村
六

一
八
|

宮
⑫
4
1

0
7

3 



ごみ減量推進週間環境の日

6月 5日

家
庭

分ゴ
別ミ
はの

し
っ
か
り
と

5月30日......6月 5日

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
排
出

量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
ゴ
ミ
を
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
が
非
常
に
む
ず
か
し
く
な

っ

て
き
ま
す
。

「
資
源
は
い
つ
か
は
ゴ
ミ
に
な
り

ま
す
。
ゴ
ミ
は
分
け
れ
ば
必
ず
資
源

に
な
り
ま
す
。

」

く
ら
し
の
中
で
不
用
と
な

っ
た
モ

ノ
が
、
資
源
と
な
る
か
ゴ
ミ
と
し
て

埋
め
立
て
ら
れ
る
か
は
、
ゴ
ミ
を
捨

て
る
と
き
に
決
ま
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の

中
に
は
ま
だ
ま
だ
使
え
る
資
源
が
眠

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
資
源

と
ゴ

ミ
を
分
別
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ミ

は
確
実
に
減

っ
て
い
き
ま
す
。

市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
ゴ
ミ
の
分

別
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
、
資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

:J" 
~ ::.. 

ゴ
ミ
の
五

O
Mm
は

水
分
で
す

家
庭
ゴ
ミ
の
大
き
な
特
徴
は
、
水

分
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
特
に
水

分
が
多
く
、
全
体
の
七
五
%
1
八
五

%
が
水
分
で
す
。
こ
う
い

っ
た
ゴ
ミ

は
、
焼
却
作
業
の
効
率
を
低
下
さ
せ

る
も
の
で
、
大
き
な
課
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。

夏
場
に
な
る
と
、
ス
イ
カ
や
野
菜

な
ど
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ゴ
ミ
が

増
加
し
ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
捨
て
る
時

に
は
、

十
分
に
水
切
り
を
し
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
購
入
補
助
事
業

生
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
堆
肥

に
す
る
た
め
、
処
理
容
器
購
入
に
必

要
な
経
費
の

二
分
の

一
を、

三
O

O

O
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
て
い
ま

す
。購

入
補
助
は
一

世
帯
二
基
ま
で
。

こ
の
事
業
で
約
四
O
O
基
に
補
助
し

て
い
ま
す
。

廃
食
油
が

粉
石
け
ん
に
/
・

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
油
を
、
そ

の
ま
ま
流
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

川
の
汚
れ
の
原
因
の
約
四
O
%
は

台
所
か
ら
の
排
水
で
、
そ
の
中
で
も

廃
食
油
の
汚
濁
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
五
O
O
M

を
捨
て
る
と
、
魚
が
住
め
る
水
質
に

す
る
た
め
に
は
三
O
O
t
の
風
呂
お

け
三
三
O
杯
分
の
水
が
必
要
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

廃
食
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、

市
で
は
平
成
五
年
度
に
粉
石
け
ん
製

造
機
を
購
入
し
、
水
質
汚
濁
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

粉
石
け
ん
製
造
機
を
広
く
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
講
習
会
を
行
い

ま
す
の
で
、

地
域
、
団
体
、
グ
ル
ー

プ
等
で
わ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O

一
回
に
ど
れ
位
い
で
き
ま
す
か
?

廃
食
油
二
O
t
か
ら
約
三
五
同
の

粉
石
け
ん
が
で
き
ま
す
。

0
時
間
は
ど
れ
位
い
か
か
り
ま
す
か

間粉?
か石
かけ
りん
まに
すす
。る

ま
で

約
四
時

*
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
購
入
・
粉
石
け

ん
製
造
講
習
会
の
申
し
込
み
は
、

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
ヘ

宮
⑪
2
1
1
1
(内
線
2
6
4
)

4 

ゴ
ミ
の
収
集
場
所

は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ゴ
ミ
の
収
集
場
所
は
、
そ
の

一
時

保
管
場
所
で
あ
り
、
ゴ
ミ
捨
て
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
集
場
所
付
近
の

住
民
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十

分
に
配
慮
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ゴ
ミ
は
、

収
集
日
の
午
前

八
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

出

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
以
外
に
出

さ
れ
る
と
、
犬
や
描
に
荒
ら
さ
れ
た

り
、
腐

っ
た
り
し
て
収
集
場
所
が
不

衛
生
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
践
す
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自

然
が
よ
り
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
心

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

V粉石けん製造機



水
道
は
ど
こ
で
も
安
心

水
道
の
新
設
や
修
理
は

市
の
公
認
業
者
へ

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
供
給
し
て
い

る
水
道
は
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
法
律
に
よ

っ
て
厳
し
く
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認

業
者
で
な
い
者
が
工
事
を
し
た
場
合

に
は
、
給
水
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道

水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

工
事
の
工
法
・
使
用
材
料
な
ど
に
細

か
い
基
準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

停l ま

切水

u 

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
左
表
の
通

り
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て

管
工
事
協
同
組
合
(
宮
⑫
3
3
9
8
)

が
あ
り
ま
す
。

受
水
槽
(
叩

3m未
満
)
の

立
入
調
査
・
指
導
に
つ
い
て

水
道
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
す

で
に
叩

3m以
上
の
受
水
槽
に
づ
い
て

は
、
市
へ
の
届
け
出
と
年
一
回
の
清

掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
法
の
規
制
の
な
い
叩
sm
未
満

の
受
水
槽
に
つ
い
て
、
水
道
週
間
期

間
中
に
、
市
公
認
業
者
及
び
水
道
課

職
員
が
水
道
法
に
基
づ
く
立
入
調
査

・
指
導
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の
保
管
責
任
は
水
道

の
使
用
者
に
あ
り
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
ご
家
庭
で
使

用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記
録
し
、

水
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で
大
切
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
清
掃
し

い
つ
も
見
や
す
く
清
潔
に
、
ま
た
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
有
効
期
間
(
八
年
)
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
聞
が
来
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
を
取

り
替
え
ま
す
の
で
、
水
道
業
者
が
出

向
い
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
(
無
料
)
。

※
そ
の
他
、
水
道
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
代
表
)
内
線
3
7
7

宮
⑫
3
7
5
3
(
直
通
)

市の公認業者一覧表

業 者 名 所在地 電 話

淳山水道工事庖 田 口 24-2583 

(有)いの水道設備 田 口 24-2216 

伊予屋住設 大 討。H 24-2541 

惰)内田電気水道設備 徳 森 25-2858 

大塚鉄工所 新 '小口: 25-0300 

岡福水道工事庖 田 口 24-3656 

惰)オクダ設備 キ由 木 24-3674 

(有)神田鉄工所 東 大 洲 24-4122 

神 南 設 備 芦田古 田 25-4684 

城戸 電業社 4恵 森 25-2944 

久保鉄工所 八多喜 26-0537 

佐藤水道庖 中 ネす 24-4410 

滝田水道庖 新 '小口一 25-0901 

側土居鉄工所 東大洲 24-4519 

徳 森 三;;.又.J1， 備 徳 森 25-4023 

中野管工事工業 中 キナ 24-3792 

(有)南予水道住設 東 大 洲 25-1350 

西国水道庖 八多喜 26-0265 

浜 住 壬日又凡 備 菅 田 25-4645 

(有)星加水道設備 八 多 喜 26-0020 

(有)丸電工業 若 宮 24-5351 

情)二原設備 大 計| 24-3783 

情) アサノ設備 北 ノロ、 24-0783 

大洲市管工事組合 中 本す 23-3398 

工公
事共
庖下
制杢
尼茅 1皇

宗排
ス品

タ議
I j旨
ト定

平
成
七
年
度
か
ら
の

一
部
供
用
開

始
を
控
え
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
、

「
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

庖
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
排
水
設
備
工
事
に
必
要

な
二
足
の
知
識
や
技
能
の
あ
る
業
者

を
申
請
に
よ
り
市
が
指
定
し
、
円
滑

で
適
正
な
工
事
を
実
施
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

{
工
事
庖
の
指
定
及
び
有
効
期
間
}

V
指
定
要
件

O
原
則
と
し
て
市
内
に
営
業
所
が

必
め
司
令
ニ
シ
」

O
責
任
技
術
者
が

一
人
以
上
専
属

し
て
い
る
こ
と

O
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
、

機
材
を
有
し
て
い
る
こ
と

V
有
効
期
間

指
定
の
有
効
期
間
は
三
年
で
す
。

な
お
、
更
新
手
続
き
に
よ
り
引
き

続
き
指
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

{
責
任
技
術
者
の
登
録
及
び
有
効
期

間
}

V
登
録
資
格

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
が

行
う
「
責
任
技
術
者
試
験
」
に
合

格
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

V
有
効
期
間

登
録
の
有
効
期
間
は
四
年
で
す
。

な
お
、
更
新
講
習
の
受
講
に
よ
り

引
き
続
き
登
録
が
で
き
ま
す
。

(
試
験
の
実
施
日
は
十

一
月
頃
の
予

定
で
す
。)

公
共
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事

は
、
「
指
定
工
事
庖
」
以
外
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
指

定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
制
度
の
内
容
に
つ

い
て
、
後
日
説
明
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
指
定
を
希
望
さ

れ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

水

道

週

間

※
公
共
下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
下
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
8
8
)

排水設備の設置例
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現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
聞
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
又
は
各
連
絡
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。
期
限
内
に
現
況
屈
を

提
出
し
な
い
と
引
き
続
い
て
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後
の
手

当
の
支
払
が
停
止
に
な
り
ま
す
。
必

ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
は
、
六
月

上
旬
ま
で
に
該
当
世
帯
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も

書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、
福
祉
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈大洲乳児保育所〉

地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
平
成
二
年
度
か

ら
制
度
化
さ
れ
、
実
施
し
て
い
る

一

時
的
保
育
事
業
を
今
年
も
大
洲
乳
児

保
育
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
・

職
業
訓
練
・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、

原
則
と
し
て
、
平
均
週
三
日
を
限
度

と
し
て
断
続
的
に
家
庭
保
育
に
支
障

が
で
き
た
場
合
、

一
日
を
単
位
と
し

て
、
大
洲
乳
児
保
育
所
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
・
災

害
・

出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
・

一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か

っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
要
件
〉

三
歳
に
満
た
な
い
児
童
又
は
、

三

歳
に
満
た
な
い
児
童
を
含
む
二
人
以

上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
庶
務
係

ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1
(
2
7
3
)

ー

!

!

O
対
象
児
童

0
才
児
か
ら
就
学
前

児
童

O
保

育

時

間

八

時
三

O
分
か
ら

一

七
時
ま
で

(
た
だ
し
、
ご
都
合
に
よ
り
平
日
は

七
時
三

O
分
か
ら

一
八
時
ま
で
、
土

曜
日
は
七
時
三

O
分
か
ら

一
七
時
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

O
利
用
料
一
人
に
つ
き

一
日
千
円

ご
利
用
さ
れ
た
い
人
は
、
大
洲
乳

児
保
育
所
(
宮
⑫
4
4
1
8
)
又
は

大
洲
市
福
祉
事
務
所
(
宮
⑫
2
1
1

1
)
ま
で
・お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

6 

市
県
民
税
の
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

六
月
は
、

市
民
税
・
県
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。
本
一
年
度
も

昨
年
に
引
き
続
き
地
方
税
の

一
部
が

改
正
さ
れ
、
市
民
税
・
県
民
税
に
つ

い
て
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。一
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
}

一
、
定
率
に
よ
る
特
別
減
税

一
年
限
り
の
措
置
と
し
て
平
成
六

年
度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の

二
十
%
を
減
額
(
二
十
万
円
を
限
度
)

し
ま
す
。
特
別
徴
収
に
係
る
特
別
減

税
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
六
月
及

び
七
月
分
を
徴
収
せ
ず
、
特
別
減
税

額
を
控
除
し
た
後
の
年
税
額
を
同
年

八
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
十
ヶ
月

間
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
徴
収
に
係
る
特
別
減
税

に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
六
月
分

(
第
一
期
)
に
お
い
て
持
別
減
税
額

を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控

除
額
の
引
き
上
げ

特
定
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除

額
を
三
万
円
引
き
上
げ
三
十
九
万
円

(
改
正
前
・

三
十
六
万
円
)
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
の
引
き
上
げ

低
所
得
者
の
税
負
担
に
配
慮
す
る

た
め
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税

限
度
額
が
表

I
の
と
お
り
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

四
、
そ
の
他

イ
土
地
譲
渡
益
に
係
る
軽
減
税
率

の
適
用
範
囲
の
拡
大
(
平
成
六
年

一
月

一
日
以
後
に
行
う
譲
渡
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

)

ロ
前
年
中
に
お
い
て
所
得
を
有
し

な
か

っ
た
者
に
係
る
非
課
税
規
定

の
削
除
(
平
成
七
年
度
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
)

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(2
4
6
1
2
4

8
)
 

表 I

改正前 改正後

均 27.2万円×家族数 27.2万円×家族数
等

+加算額10.4万円 +加算額14.4万円害リ

戸斤 34万円×家族数 34万円 ×家族数
得
害リ +加算額百万円 +加算額 30万円

※加算額は 、扶養家族を有する場合にのみ加算
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皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
主
食
米
の

供
給
量
は
、
輸
入
米
を
含
め
れ
ば
十

分
に
確
保
で
き
て
い
ま
す
。
国
産
米

と
輸
入
米
の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
消
費

を
わ
願
い
し
ま
す
。
お
米
は
「
生
鮮

食
品
」
で
あ
り
、
買
い
置
き
を
し
て

お
く
と
食
昧
が
低
下
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
と
き
に
必
要
な
量
を
購
入
し

て
く
、
だ
さ
い
。

①
お
米
の
供
給
に
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
。

一
時
期
、
物
流
面
の
不
慣
れ
や
安

全
性
の
検
査
な
ど
で
、
輸
入
米
の

供
給
に
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
輸
入
米
の
検
査
・
配

送
や
売
却
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

絶
対
量
の
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
よ
り
早
く
お
届
け
す
る
た
め
、

輸
入
米
の
輸
送
体
制
を
整
え
ま
し

た。フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
を
中
心
に
、
全
国
の
す
み
ず

み
ま
で
、
よ
り
早
く
配
送
を
行

っ

て
い
ま
す
。

③
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
国
産

米
と
輸
入
米
の
フ
レ
ン
ド
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
国

産
米
と
輸
入
米
と
の
プ
レ
ン
ド
米

を
中
心
に
、
詰
合
せ
販
売
や
輸
入

米
の
単
品
販
売
な
ど
、
多
様
な
品

質
・
価
格
で
お
届
け
し
ま
す
。

④
売
り
お
し
み
や
価
格
の
上
昇
が

な
い
よ
う
に
、
監
視
・
指
導
を
強

化
し
ま
し
た
。

販
売
関
係
者
へ
の
特
別
巡
回
指
導

を
強
化
し
て
、

ho
米
が
円
滑
に
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
米
を
公
平
に
安

定
的
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
不
明

な
こ
と
や
不
審
な
こ
と
は
、
愛
媛

食
糧
事
務
所
大
洲
支
所

(
宮
⑫
1

4
1
9
5
「
お
米

一
一
O
番
」
)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ

l
)
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}

平
成
六
年
六
月
二
十
八
日

ω

1
六
月
三
十
日
附

{
場
所
】

大
洲
市
民
会
館

{
受
講
申
込
}

申
込
書
は
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
宮
⑫
3
5
0
9
)
に
あ
り
ま
す
の

で
申
し
出
て
下
さ
い
。

O
締
切
日
六
月
十
七
日
也

※
本
講
習
会
の
受
講
対
象
者
、
講
習

会
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
今
月
配

布
の
社
協
会
報
「
し
あ
わ
せ
」
を

ご
覧
下
さ
い
。

介
護
職
員
(
ケ
ア
ワ
l
力
|
)

講
習
会
開
催
の
ご
案
内g

g
L
 

高
齢
化
社
会
で
の
、
福
祉
マ
ン
パ

ワ
l
対
策
を
進
め
る
た
め
、
愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
・
愛
媛
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、
平
成
六
年

度
第

一
回
介
護
職
員
等

(
ケ
ア
ワ

l

豊
か
な
森
林
と
水
を
守
る
「
グ
リ
ー
ン
キ
l
パ
l」
募
集
中
/

水
と
緑
の
豊
か
な
ま
ち
、
大
洲
市

の
森
林
と
水
を
守
る
た
め
、
大
洲
市

森
林
組
合
で
は
林
業
技
術
者
と
な
る

人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
山
が
好

き
で
や
る
気
の
あ
る
人
な
ら
、
未
経

験
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

{
職
種
及
び
業
務
内
容
}

V
職
種
森
林
作
業
隊
員

V
業
務
内
容
造
林
、
下
刈
、
枝
打

ち
、
伐
採
搬
出
、
林
内
作
業
路
開

設
な
ど
林
業
全
般

(現
在
機
械
化

を
推
進
中
)

{
資
格
}

十
八
歳

1
三
十
五
歳
位
ま
で
で
、

森
林
組
合
ま
で
通
勤
可
能
な
人

{
給
与
及
び
待
遇
}

V
給
与
規
定
に
準
じ
月
給
制

V
待

遇

昇

給

年

一
回
、
賞
与
年
二

回
、
各
種
保
険
完
備
、
退
職
金
制

度
、
有
給
休
暇
あ
り
、
大
型
機
械
・

重
機
の
運
転
が
で
き
る
人
は
優
遇

※
応
募
い
た
だ
く
人
は
、
履
歴
書
を

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

(
秘
密
厳

守
)
お
っ
て
面
接
日
を
通
知
し
ま

す
。

{
お
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
菅
田
町
菅
田

甲

一
九
五
四
|
四

大
洲
市
森
林
組
合
事
業
部

宮
⑫
4
0
3
0

7 



大
洲
市
立
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
は
、

「
働
く
青
少
年
の
憩
い
の
場
」
と
し

て
産
声
を
あ
げ
て
、
も
う
二
十
年
に

な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
十
五
歳

か
ら
三
十
歳
ま
で
の
働
く
青
少
年
が

活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
身

に
つ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
は
も
ち

ろ
ん
県
内
や
四
国
の
仲
間
た
ち
と
の

交
流
の
場
も
あ
り
ま
す
。

若
い
あ
な
た
の
生
活
プ
ラ
ン
の
中

に
、
勤
労
青
少
年
ホ
!
ム
の
活
動
を

組
み
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
お
問
い

合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
大
洲
市
大

洲
、
中
央
公
民
館
内
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
ま
で
。
宮
⑫
3
1
6
1

クラブ・サークル活動学習活動(教養講座)

毎週火 ・木曜日手 (芦原会)ヲ匂
二工二第1・3水曜日華道教室 (池坊会)

毎週水曜日ブフ卓球ク
第2・4水曜日茶道教室 (裏千家)

毎週金曜日人形劇「へそ太郎」

毎週木曜日 (平野運動公園体育館)J"iレーボール
第2・4木曜日料理教室

※参加者の希望により新たなクラブ-サークルもつくれます※教材費が必要です

ホーム行事対外行事(交流会)

スポーツ大会バ企h

z;; 花見 (歓送迎)スポーツ大会南予ブロック

クリスマス会いもたき花火大会、勤労青少年の日大会県ブロ ック

その他リーダー研修 ・スポーツ大会ジャンボリ一大会、四国ブロック

No.188 

「国
際
家
族
年
と

同
和
教
育
」
山
川

れん

-今
年
、

一一〈
山
中
仇
狙
停
は
、
国
連
が

定
め
た
「
国
際
家
族
年
」
で
す
。

ふ
こ
に

二
十
年
凍

γ
国
際
捕
以
洋
を

振
り
出
し
に
、
児
童
年
、
障
害
者
年

清
海
洋
等
化
国
連
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
人

権
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

かい
掴
際
家
族
年
は
、
そ
う
い

わ
た
世

界
的
な
人
権
を
守
る
大
き
な
流
れ
の

中
で
、
総
ま
と
め
の
年
と
七
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

仏
け
山
げ
ら
四
十
六
年
揃
ゆ

「世
界
以

雄
喧
一
千

4
γ
兄
の
精
神
で
訪
日
民

主
主
義
や
基
本
的
人
権
が
、
近
年
に

み

れ“
お

な

っ
て
、
な
お

一
層
見
直
さ
れ
、
広

が
り
を
見
せ
は
じ
め
た
こ
と
は
、
ほ

ん
と
う
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

大ハン
きハ l家ボ次2
い | ト方矢ルの
ハトでがマ図f

lは表f社ヒ|案f
ト 、わ会rクは
か屋やさので
ら根ねれ中?す国
小でで 心土。 際
さ保ほいに 家
い護ごまあ 族
ハさすっ 年
lれ。ての
ト 、、 シ

国際家族年シンボルマーク

人
権
と
同
和
教
育

をい つ つは 家に
象}ろ た な 家 ハ 族 つ
徴 ?な筆主が族 lのな
し事じづりとト生tが
て↑青?かをタトか i舌2つ
いにい意いのらをて
まよは昧み世右映3、
する、し界にし愛f
。家世ょ、や向むた 情 ;
族の屋未みけもで
の中根来tての結字
複?ののとのでば
雑ごいかの開2すれ
性tろす、き 。る

国
際
家
族
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

J
家
族
か
ら
は
じ
ま
る
小
さ
な
デ
モ

ク
ラ
シ

ー
」
で
す
。

だ
ん
せ
L

じ
よ

ぜ
い

こ
れ
は
、
男
性
も
女
性
も
、
大
人

も
子
ど
山
崎
、

-啄
淑
み
北
均
の
そ
れ

ぞ
れ
の
権
利
や
意
見
が
個
人
と
し
て

そ

ん

ち

ょ

ろ

か

ん

が

か

た

噂
謹
さ
れ
る
いん
マ
つ
し
た
考
え
方
が

地
域
や
社
会
全
体
に
広
ま

っ
て
い
く

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
必
清
昧
を
も
っ
「
国
際

啄
族
年
」
を
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
を
は
じ
め
と
し
て
-
私
た
ち
の

み

も

ん

作

規
の
ま
わ
り
の
人
権
問
題
を
見
つ
め

直
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

と

〈

と

う

わ

持
に
、
「
同
和
問
題
」
は
人
搾
問

題
の
中
で
、

何
よ
り
も
先
に
解
決
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に

4
今

町
pa
〈

す

い

し

ん

強
力
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま手口
す教次じ
。育 号2
」か

にら
てコ 、
しミ 「

て家
連え庭
載tに
し お
で け
い る
き同

8 



9 

~4月フ日(柄八多喜の祇園神社l己

伝わ3潮垢離祭n行われき匠レだ。

己れ1ëJ:400年~600年程前h' lう行われ

てい3ちので、春め例大祭室前12川

の流れで身き清め3そうのです。ごの

潮垢離祭n行われ弓場所1eJ:、干満!己

よ3海水n影響す3最終地点、だとい

われています。

‘4月6日体)肱川漁協で1eJ:今年
老肱川や小田川主主どで、稚?ユき
放流じまレ足。多国の中間飼育場
でフ"'8cml之成長レた?ユフ万尾
行肱川で元気に泳いでいぎす。

4月フ自体) うートベルト着用惨
さ?ピーんす3だめ、 iR56己れで'

~4月 6 日体j 上須戒にあ3少年自然の家

で第2回大洲市ヴランドゴルフ大会n開h'

れまレだ。

桜とQンポポとスミレの花の中、 15子一μ

90人の人たちn熱戦を繰り広げまレだ。

( 

eランートペ/レトをすi締めんh'作戦」 一日-
ti<i行われまじだ。新谷の矢落川パ
スイ亭h'lう南久米交通指導所までの
約10kmの間12約 120人n立ち、交
通安全き呼びh'口a::レだ。

4月15日倒大洲市民会館前惨

め池!こ錦ゴイのプレゼントnあり

ました。これ1eJ:阿部安生ざんげ自

宅の庭で飼つでいだちのです。市

の職員丹市民会館の池lこ放っと、

元気lこ泳いでいましだ。

‘4月10日(臼)大洲n生んだ詩吟の

大家、山田積善の功績をだたあ3石

碑の除幕式n、柳沢の生家で開催さ ， 

れました。山田積善1eJ:、柳沢の宗安 1 
寺!己生まれ、苦学さしで弁護士、裁

判官とじで司法界!己足跡き残レまレ

だ。さら!こ詩吟の才能!ごち秀でラシ

オやレコードによりその名1eJ:日本U
ゅうl己響きわたりまじだ。吟聖と称

された彼を慕う会1eJ:全国l己広nつで



平成6年度国家公務員採用試験(高校卒業程度)を実施します

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員採用田種試験 7 . 1幽-7.8幽 9. 11(日)

刑 務官採用 試験 10. 9 (日)

入国警備官採用試験
8 . 19幽

皇宮護衛官採用試験
9. 2幽 10. 2 (日)

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験 9. H木) 11. 5仕)

気象大学校学生採用 試験 9 . 13(;}() 11. 6 (日)

お

四
月
二
十
九
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

菅

田

町

金

一
封

柚

木

金

一
封
(
寄
付
金
)

東

宇

山

熊

野

高

義

金

一
封
(
青
年
文
化
祭
の
収
益
金
の

一
部
)
本
町
大
洲
中
央
公
民
館
内

大
洲
市
連
合
青
年
団

(指
定
配
分
)

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
会
へ
)
上
須
戒
長
田
忠
見

上
甲
フ
ジ
子

柴
田
ツ
ヤ
子

まま(0878)31-4765まで

※詳しいお問い合わせについては

干760高松市松島町 1-17-33

人事院四国事務局 第二課試験係

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

春

賀

宮

本

和

勲

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

豊
水
清
一

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

竹

岡

忠

金
一
封
(
お
見
舞
返
し
の
一
部
を
肱

南
地
区
社
協
へ
)
柚
木
白
石
一
郎

金
一
封
(
寄
付
金
を
久
米
婦
人
会
へ
)

田

口

東

キ

リ

ヱ

(物
品
の
口
座
)

手
作
り
お
手
玉
二
百
四
十
五
個

(市
内
保
育
所
へ

)
本
町
大
洲
中
央

公
民
館
内
大
洲
市
連
合
婦
人
会
会

長

亀

井

悦

子

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た

か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

老
後
や
不
測
の
事
態
の
と
き
、
一
番

頼
り
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
万

一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
二
年
た
つ
と
、
納
め
た
く
て
も
納
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
期
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
の
が
著
し
く
困
難
な
人
に
は
、

納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
を
し
て
お
く
と
年
金
を

受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で
・
お
問
い
合
わ
せ
く
、
だ
さ
い
。

窟
⑪
2
1
1
1
(内
線
2
5
6
)

一
台
(
貸
出
用
)

春

賀

宮

本

和

勲

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

一
台

(
貸
出

用
)

五

郎

青
木

憲

一

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

ベ
ッ
ト

図書館

新
刊
図
書
案
内

被
告
席
の
メ
デ
ィ
ア朝

日
新
聞
社
会
部
編

終
わ
る
愛
終
ら
な
い
愛
加
藤
諦
三
著

人
脈
づ
く
り
成
功
へ
の
道
標
下
村
澄
著

運

命

を

拓

く

中

村

天

風

著

自
分
だ
け
の
神
様
え
ら
び
高
橋

一
宙
著

黒
魔
術
の
ア
メ
リ
カA

-
ラ
イ
ア
ン
ズ
著

な
ぜ
ナ
チ
ス
は
原
爆
製
造
に
失
敗
し
た

か

上

・

下

T
・
パ
ワ

l
ズ
著

毛

沢

東

の

人

間

像

林

克

他

著

裸
の
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン

，

R
・
ハ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
他
著

ア

メ

リ

カ

の

肖

像

外

岡

秀

俊

著

ロ
シ
ア
あ
り
の
ま
ま
山
田
み
ど
り
著

日
本
内
閣
大
鑑日

本
内
閣
大
鑑
編
纂
会
編

普

況

時

代

の

経

営

牧

野

昇

著

う
ち
の
子
だ
か
ら
危
な
い
藤
本
哲
也
著

ホ
l
ム
レ
ス
に
な
っ
た
金
子
雅
臣
著

恐
竜
に
は
毛
が
あ
っ
た
飛
鳥
昭
雄
著

気

象

と

人

間

神

山

恵

三
著

医
者
も
驚
く
病
気
の
話
藤
原
一
枝
著

日

本

ら

い

史

山

本

俊

一

著

野
菜
ス

l
プ

健

康

法

立

石

和

著

ま
じ
め
酒
と
ぼ
け
酒
あ
そ
び
酒

山
本
祥
一
朗
著

日

本

の

名

城

平

井

聖

他

編

輸
入
米
こ
う
す
れ
ば
と
び
っ
き
り
う
ま

く

な

る

越

膳

百

々

子

著

古
都
庭
の
旅
1

岡
野
敏
之
編

園
芸
植
物
大
事
典
全

3
止

す

小

学

館

高
畠
華
宵
と
そ
の
兄

高

橋

光

子

著

心
の
ゴ

l
ル
に
シ
ュ

l
卜

/
鳥
飼
新
市
他
著

あ
と
は
野
に
行
け
山
に
行
け清

水
園
明
著

10 ， 

男

の

華

大

沢

啓

二

著

天
声
人
諸
問
年
7

1
U
月

朝
日
新
聞
論
説
委
員
室
著

忘
れ
ら
れ
た
名
文
た
ち
鴨
下
信
一
著

「
い
ろ
は
歌
」
の
暗
号
村
上
通
典
著

社
長
と
し
て
の
夏
目
激
石
富
永
直
久
著

チ
ャ
フ
ラ
フ
ス
カ
の
犬
原
田
宗
典
著

あ
の
頃
の
君
に
逢
い
た
い北

川
悦
吏
子
著

密

や

か

な

結

園

田

小

川
洋
子
著

パ
ッ
ク
・
ヒ

i
ト

田

村

章

著

五

分

後

の

世

界

村

上

龍

著

風
に
つ
い
て
の
記
憶
石
原
慎
太
郎
著

約

束

北

方

謙

三
著

集

魚

灯

の

海

木

谷

恭

介

著

鎮
魂
「
二
・
二
六
」

も
り
た
な
る
お
著

蒼

寄

の

射

手

鳴

海

章

著

十
二
秒

後

の

誤

算

山

村

美

紗

著

不

滅

の

系

譜

広

瀬

仁

紀

著

銃

口

上

・

下

三
浦
綾
子
著

「
救
い
主
」
が
殴
ら
れ
る
ま
で

大
江
健
三
郎
著

パ

ス

が

来

な

い

清

水

義

範

著

春

秋

の

色

宮

城

山

氏

口

昌

光

著

モ

ン

パ

の

木

の

下

で

椎

名

誠

著

イ
ル
カ
と
泳
い
だ
夏
吉
元
由
美
著

み

み

ず

く

の

散

歩

五

木

寛

之

著

伊

達

の

薄

着

寺

津

芳

男

著

心
に
か
け

る

橋

阪

口

直

人

著

出
生
届
に
父
の
名
は
な
し丸

茂
ジ
ユ
ン
著

激
石
全
集
三

1
五

夏

目

金

之

助

著

小

説

部

小

平

鄭

義

著

楽

し

い

サ

ラ

馬

光

沫

著

熱

河

の

対

決

高

陽

著

マ
ク
リ
ー
ン
の
森
一

N
・
マ
ク
リ
ー
ン
著

愛

媛

面

影

伊

予

史

談

会

編

今

治

夜

話

小

松

邑

志

。図

重量
日

館



市
民
の
皆
さ
ん

大
洲
の
コ
7
か
い
」
は
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
々
盛
況
を
博

し
、
年
間
二
万
人
余
り
の
お
客
様
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

う
か
い
登
録
庖
組
合
で
は
、
皆
様
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
「
-
7
か

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
年
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

6
月
5
日
間

四
時
加
分

l
n
時

(
小
雨
で
も
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、

ダ
ム
放
流
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
)

{乗
船
場
所
】
平
成
病
院
下
河
原
(
少

彦
名
神
社
対
岸
)
又
は
如
法
寺
河
原

【
利
用
料
金
】

小
型
船

一
隻
(
叩
人
乗
)
八
千
円

(
平
常
二
万
円
)

大
型
船
一
隻
(
四
人
乗
)
一
万
円

(
平
常
二
万
九
千
円
)

※
大
型
船
5
隻
、
小
型
船
四
十
隻
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
定
数
に
な
り

{蔚

設 備

ft24-3783 

合 24-0783

音量

ノ

原

サ(有)ア

(有)6月4日出

(有)いの水 道設備6月5日(日)

ft24-2216 

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
申
込
要
領
】

V
飲
食
物
お
持
ち
込
み
自
由
で
す

が
、
登
録
庖
に
申
し
込
む
場
合
は
、

必
ず
乗
船
す
る
庖
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
先
大
洲
市
観
光
協
会

含

(
ω
2
6
6
4

又
は
、
う
か
い
登
録
庖

庖

(有)内田電気水道設備

{蔚

ダ設備

ft24-3674 

ft24-4410 

ft25-2858 

ft25-4645 

備)オ

道

2生

7.1< 

ク

住

藤

j兵

イ主

6月11日国

6月12日(日)

庖道水田j竜

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は
「
年
金
住
宅
融
資
」
で

/

他
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
皆

さ
ん
の
マ
イ
ホ
ー
ム
実
現
の
た
め
の
一

助
と
し
て
、
年
金
住
宅
融
資
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
平
成
六
年
度
第

一
回

の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
人
】

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で
、

加
入
期
聞
が
三
年
以
上
あ
る
人
(
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
を
含
む
)

【
資
金
の
使
い
み
ち
}

新
築
住
宅

・
マ
ン
シ
ョ
ン

・
建
売
住

宅
、
中
古
住
宅
の
購
入
お
よ
び
増
改

築
な
ど
の
住
宅
改
良
資
金
(
無
抽
選

.
先
着
順
)

{
融
資
金
額
}

所
要
資
金
の
加
%
以
内
で
、
最
高
額

は
二
千
二
十
万
円
ま
で
(
老
人

・
身
障

者
同
居
と
在
宅
ケ
ア
の
割
り
増
し
あ
り
)

【
融
資
利
率
】

年
4
・
2
2
%
(
一
般
貸
付
)

※
利
率
に
つ
い
て
は
変
動
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

{
返
済
方
法
】

元
金
均
等
返
済
・
元
利
均
等
返
済
の

合 25-0901

鉄 工 所

中野管 工事工業

本土

庖

ft24-4122 

ft24-3792 

ft25-2944 

ft26-0265 

業

道

電

田

戸

田

(有)神

城

西

6月18日目

6月19日(日)

選
択
が
で
き
ま
す
。

【
返
済
期
間
】

住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て
五
年
か
ら
三

十
五
年
ま
で

【
受
付
期
限
】

平
成
六
年
六
月
十
四
日
制
ま
で
の
予

定
(
予
定
枠
に
達
し
ま
す
と
締
め
切
り

ま
す
)

※
詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛
媛
県
年
金

福
祉
協
会
ま
で
。

松
山
市
南
堀
端
町
五
番
地
七

台

0
8
9
9
⑪
7
6
6
7

側土居鉄工所

5生

淳 山水 道工事庖

(有)南予水道住設

ft25-1350 

包 24-4519

ft24-2583 

ft24-2541 

※詳しくは水道課まで

住屋予イ手

6月25日出

6月26日(日)

か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
省
で
は
、
次
の
要
領
で
「
か
ん

ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

{テーマ】

O
課
題

・
簡
易
保
険
に
関
係
が
あ
る
も
の

二
家
族

っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う

O
自
由
題

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
、
思

っ

て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と

【
原
稿
枚
数
}

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
以
上

5
枚
以
内

{
応
募
資
格
】

小
学
校
5
・

6
年
生
及
び
中
学
校

1
1
3
年
生

【
応
募
締
め
切
り
}

6
月
初
日
附

【
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
郵
便
局

含
⑫
2
3
2
1

※
応
募
に
必
要
な
「
応
募
票
」
は
、
郵

便
局
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

ft24-3753 

4月末までの

大洲市内の交通事故

う
か
い
を
ど
う
、
ぞ

4月末現在 昨年同期

イ牛 数 7 8 6 8 

負傷者 100 9 0 

死 者 6 1 

11 



6月号

，..・・
相
談
ご
と
案
内

広報おおず ，94 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日

時

6

月

8
日

附

叩

時

1
日
時

6
月
初
日
間
叩
時

1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

6
月
日
日
同
日
時
1
日
時

場
所
久
米
公
民
館

日
時

6
月
初
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

V

一
般
相
談
毎
週
月

・
水

・
金
曜
日

第

一
・
三
火
曜
日

V
法
律
相
談
第
二

・
四
火
曜
日

V
介
護
相
談

合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

閉
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(市
役
所
別
館
二
階
)

【家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

【行
政
相
談
】

(総
務
庁
)

保健センターだより

平成 6年 1月生※

平成 4年11月生

平成 5年 7月生※

平成 3年5月生

該当者

n24-3ワワ 5

-乳幼児健康診断.

実施日

6月9日(木)

6月21日伏)

6月7日例

日
時

6
月
四
日
凶

叩
時
1
日
時

場
所

市
民
会
館

一
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
会
⑫
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

6
月
四
日
回

目
時
i
M
時

場
所

市
民
会
館

一
階
応
接
室

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

6
月
6
日
間
、
却
日
間

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

宮
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
公
@
0
9
4
7

{不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

6
月
日
日
附

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
丁
目
制
フ
ヂ
エ
ダ

【青
少
年
相
談
電
話
}

日

時

毎

日
の
執
務
時

宮
⑪
7
8
3
0

{
定
期
税
務
相
談
}

日
時

6
月
刊
日
幽

Lーーーーーー

6月28日伏)

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

13時-13時30分

大洲市保健セ ンタ ー

母子手帳

地区のみ

受付時間

実施場所

O
寺
1
5土
寸

τ
i
日
M

1

よ
口
μ

6月14日(火)

肱南・久米・肱北 ・喜

多 ・平地区の乳幼児

9時-11時

大判。1'1保健セ ンタ ー

受付時間
担 内 場
当容所

大
洲
商
工
会
議
所

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
2
日
開

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

叩
時
l
u
時

市
民
会
館

日
時
初
八万
1
日
時

実
施
日
6
月
刊
日
幽
(
成
分
献
血
)

場

所

時

間

大

洲

市

役

所

叩

時

1
口
時

歯

科

相

=，且、
Õ~民

実
施
日

内

容

6
月
日
日
附

成
人
歯
科
相
談

6
月
担
日
同

乳
幼
児
歯
科
相
談

場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ
め

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
@
3
1
6
5
 

母子手帳

9時30分-12時、13時-15時

中央公民館

6月23日(木)

大洲市保健センター

13時-15時

6月8日(水)

実施場所

持参品

.健康相談.

日時

場所

日時

|休|日|急|患|診|療|

郷緒小医院(西大洲)6月5日

ft24-3936 (日)

大洲中央病院(東大洲)

村上医院(常磐町)

合 24-2346

まま 24-4551

6月12日

(日)

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
ど
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

⑪
4
1
1
ー
ま
で
。

{
珠
算
検
定
試
験
}

試

験

日

6
月
初
日
間

受
付
期
限

6
月
3
日
樹

【日
本
語
文
書
処
理
(
ワ
ー
プ
ロ
)

検
定
試
験

(3
級
)
】

7
月
7
日
休

5
月
初
日
開

1
6
月
日
日
附

試

験

日

受
付
期
間

4・成人病 ・結核 ・胃がん ・大腸が

ん ・婦人がん検診4・

所場実施日

大洲市民会館6月2日(木)

今6月3日幽

大洲市保健セ ンター

今

6月22日(水)

6月23日(木)

受付時間

大洲中央病院(東大洲)

久保医院(新谷)

ft25-0158 

大社H中央病院(東大洲)

ft24-4551 

6月19日

(日)

含 24-4551

肱川医院(菅田)6月26日

12 

含 25-2915

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

(日)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

マ
シ
リ
ー
ズ
別
日
本
切
手
展

6
月
4
日
凶
1
6
月
四
日
間

V
水
谷

清

照

暑
中
見
舞
い
版
画
展

6
月
お
日
凶
1
7
月
9
日

ω

(休
館
日
は
毎
週
火
曜
日
で
す
。)

{
後
記
】

今
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
窓
の
外
で
は
、
富
士
山
が
赤
く
色

付
い
て
い
ま
す
。
先
日
取
材
に
行
っ
た

柳
沢
の
お
寺
で
は
、
桜
の
花
が
春
風
に

飛
び
散
る
中
で
桃
の
花
、
菜
の
花、

チ

ュ
l
リ
y
プ
が
色
取
り
取
り
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。
大
洲
の
春
は
美
し
い
で
す

ね
。
(
い
)

(成人病・結核)

9 時30分-11日寺

13時-15時

(胃がん・大腸がん)8時-10時

(婦人がん)13時-13時30分

検診料胃がん 900円

400円大腸がん

700円

持参品

.乳幼児育児相談.

実施日

該当者

子宮がん

乳がん 200円

※70歳以上の人は無料
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